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Abstract

There are a number of types and sorts of the materialhandlingmachines,eaCh

ofthemtakingamajorpartinthereductionof productioncostin variousindustries

throughthe highlyeffectiveperformanceinthespeci丘edjob.And,Sincetheelectric

machines for their drive are mostinstrumentalin the high e伍ciency of these ap-

ParatuS,theimprovement of them ever presents the first problemin thisfield of

englneering.

Thewritersgive丘rstabriefaccountoftheirgeneralcharacteristics,then discuss

in detailseveraltypes of popular electric drive as wellas the recent development

taking placein them chie且y on the strength of automatic controIsystememploying

HTD(shortfor HitachiTuningDynamo,a rOtating ampli丘er),quOting by way of

example some representativeinstallationswhichHitachihassuppliedinrecentyears.

などもまた種々さまぎまであるが,本稿では荷役機械用

〔1〕緒

荷役機械の一般産業

へノ9年度のそれに比し

~謀

る比重ほ,昭和5

後ほ約2～3倍iこ増大している｡

このことは近代工業において荷役J 械の占める役割の重

大性を端的に表わすものであるが,元来人力による荷役

作 の非能率と,人体におよぼす無理を考えると,二迅速,

確実,安全でしかも経済的な機械化の隆盛ほ当 のこと

といえる｡荷役機械の動力としてはほとんどすべて電動

カが用いられており,機動性を要求される,たとえば工

事用機械などで僅かに内燃機関が採用されておる程度で

ある｡

動機としては直流,交流ともに用いられるが,いず

れを選ぶべきかは,容量,負荷の性質,速度制御上の要

求,あるいほ電源設備の関係などに支配される｡直流電

劫 ほ電源関掃および設備責の点に芙任があるが速度制御

の性能はすぐれている｡最も広く用いられているのは

導電動機で,電源,価格,構造などの点で直流電動機よ

り有利である｡

荷役機械は,これを用途,型式,容量などで区別する

ときわめて多肢にわたり,使用される電動機,制御装置
半周二
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電気品に共通な一般的

介する,｡

荷役

項を述べ,二,三の応用例を紹

〔ⅠⅠ〕荷役機械用電気晶

械は多種多 であるから,この電気機器に要求

される性能も柁々相異しているが,比重紬勺共通な一般的

特性の二,三を革げるとつぎの通りである｡

すなわち, 動機としてはまず垂下特性,すなわち重

負荷時は低速度,奄負荷時ほ高速度で,負荷に無関係に

ほゞ一定出力となるような速度特性であること,起動ト

ルクが大きく,しかも臍
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カ

クが大きいことなどであり,制御

に広範囲の速度 整が可能なこと,

最大トル

置としては円滑確実

十分な制動力をもつ

こと,正逆転とも所要の加減速いレクが確実に得られる

こと,徴速 整が可扇巨なことなどである｡

荷役機械はまた設置場所が屋外であるとか,屋内で

も多産,多湿,あるいは高温であるなどの悪条件下で稼

動することが多く,また起動,停止が頻繁で過電流,振

動,衝撃などを受けるほか,設置場所の関係で保守点検

に不渡な場合も多い｡したがって機械的にも電気的にも

きわめて頑丈な信頼度の高い機械であることが第一要件
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であり,しかも小型重量でGD2の小さい保守,点検iこ

も便利な構造とすることが必要である｡

以上述べたところから明らかなように,荷役機械m電

気機器ほ皆それぞれ独白の要求をもつ特殊機械であるか

ら,その用途,使用条件に最も適応するごとく特別に設

計製作されたものであることが必要であり,今その選定

にあたり注意すべき二,三の点を葦げるとつぎの通りで

ある｡

(り 電 動 機

(A)交流電動 と直流電動機

誘導電動機か直流電動機かの選定にあたっては,性能

の面と設備費,保守責などの面を併せ検討する要がある｡

一般に直流 は前者の点でまさり,誘導電動機は

後者の点でまさると約言できる｡たとえばクレーン用電

動機としての所要特性,すなわち起動回転力,最大回転

力,垂下特性,制動特性,広範囲速度制御などを誘導電

動機笹求めることi･ま,かなり困難な場合が多いが,直流

直巻電動機を使用すればきわめて簡単であり,レオナー

ド方式を採用すればさらに理想的で,電力の節約も大き

い｡一方電源関係からは誘導電動機が有利であり,構造

も簡単,小型,軽量,保守も容易であり,したがって設

備費保守糞も安くなる利点がある｡一般には200～300

kWまでは誘導電動機が,また大容量になるとレオナ←

ド方式による直流 が有利とされているが,種々の事情

に左石され,一概にはいえない｡

最近ほ荷役機械用電気晶もいわゆる首動制御を取り入

れ,性問を高級化する傾向にあり,特に大型荷役機械用

直流レオナ←ド方式において著しいものがある｡

また小容量授においても特殊の運転方式を必要とする

ような場合はその要求に適合した特性をもつ直流電動機

を使用する場合が多い｡

(B)型 式

電動機ほ構造上,開放塑,閉鎖型,全閉 および全閉外

扇塾の4種に大別される｡用途によりこの外に防爆,防

水構造などが用いられることもある｡屋内用で塵挨,湿

気などの少ない場合は開放型が抒用されるが,一般には

閉鎖型または全閉型が適当である｡舶用荷役機械や運床

用機械などでほ,水滴,炭塵などが多いので全閉塾を用

い,高頻度のもの,例えばグラブパケットクレ←ンの巻

上用あるいはコンベヤのごとく長時間 統運転するもの

では仝閉外扇型とする｡全閉塾のものでは継鉄を上下二

つ割として保守や点検に便となるようにするのが普通で

ある｡高頻度大容量楼ほ全閉型にするとあまり大型にな

るので,別に冷却扇を設けた他力通風塑が採用される｡

第1区は全閉型誘導電動

勅撰を示す｡

,第2図ほ全閉外房塾直流電

第1図 全 閉 型 交 流 竃 動 機

Fig.1.Totally Enclosed Type A.C.Motor

第2図 全 閉 外 扇 型 直 流 電 動 横

Fiと2.Totally Enclosed Type Fan Cooled

D.C.Motor

誘導電動機の回転子は当寺に小型のものおよぴコンベヤ

など特殊の用途を除いてほ巻線式として速度制御に便な

らしめている∴直流電動機で直巻,複巻,分巻,他励磁

いずれも用いられる｡

(C)定格出力および定鵜時間

クレ←ン用のごとく起動,停止,逆転が頻繁に行われる

ものの出力,定格時間などは熱容量と最大トルクから決

定される｡すなわち1仕事用期中に電動 内に発生する

平均発熱量から批力を決屈するのであるが,この出力ト

ルクに対して負荷の要求する最大1､ルクが200～250%

を上回るような場合ほ短時間定格として定格出力を大き

く選ぶ｡すなわちトルク,熱容量ともに実情に適合する

よう定格出力,定柏時間を決定するわけである｡

自冷却電動機では停止 の冷却効果減少を,また誘導

電動機でほ電源電圧の低下による起動回転力の減少を考

する｡コンペヤ,フィーダのごとく連続運転を行う負

荷に対しては,最大仕事量から出力を計算し,定格時間

ほ連続とする｡クレーン用電動機の定格は主として60分

またほ30分であるが

(D)定格回転

統定格も使用されている｡

荷役用電動桜のごとく起動停止の頻繁なものでほ,通

常定格回転数を低くした方が加減速時の仕事担が小とな

℃⊥



荷 役 機 械 用

り,加減速時間が短縮し,滅連装置も簡単になる利点が

ある｡一方定格回転数を高くした方が電動桟の寸法,重

量が小となり安価になる｡JEM 標準クレトン用電動

親格,AISE規格などはこれらを考慮して,最も適当な

定格出力と定格回転数の関係を定めたもので,←一般電動

機より 20～50%程度低速となっている｡コンペヤ,フ

イーダのごとく連ラ を行うものは加浪速時間が問題

にならないから比載的高速のものが採用される｡

(E)構 造

頻繁な起動停止を容易にするため,回転部分の慣性髄

率はできるだけ小さくする必要がある｡したがって細長

い電機子となるので直流機の場合は設計上整流に十分注

意せねばならない｡なお運転時に振動衝撃を受ける場合

が多いから機械的に十分頑丈な構造とする必要のあるの

ほ勿論であるが,誘導電動機の場合は巻下し時に同期速

度以上で運転されることがあるから過速度についても特

し,逆柏制動の場合も考えて十分な絶縁耐力を持

たせることも必要である｡

(F)絶 縁

固定子,回転子各巻線には,高温,多湿,多産に十分耐え

うるよう艮質のAまたはB種絶縁を用い(必要な場合は

H種とする)ワニスあるいほコンパウンドの処理は普通

の場合よりも入念にする｡リ←ドワイヤには特にネオプ

レン被覆を行って対地絶縁を大とする

ナ
ヘ
ノ

よ まるす巌

た直流機でほ整流子の製作に注意し,片間マイカも特に

良質のものを用い,仕上げも正確にして,悪条件下の整

流悪化を防ぐとともに,十分シーゾニングを行って,苛

幣な使f割こ対して十分な耐久性をもたせる必要がある｡

(2)制 御 方 式

荷役機 ほ嫉く簡単な場合以外ほ複数の電動機が互い

に関連しながら運転される場合が多いので,制御方式と

してほ各部分ごとの特性を満足するとともに全セットと

して均衡のとれた方式とすることが重要である｡すなわ

ち,箇々の 動機の固有速度特性などが用 に最も適合

するものであることの必要なのほ勿論であるが,一作業

期間ヰ濫寸動,安定な低速,円滑な加減速,正確な定位二

置停止などが必要条件である場合が多いから制御方式と

しては,全体を綜合的に考慮せねばならぬ｡なお荷役檻

械でほ他の電動力応用部門におけるごとく柑こ

な制御を要することほ少いが,負荷の特性,

方法などに最も適合するごとく

I云コ級

際の運転

械部分製作者と緊密な

連繋のもとに機械電機一体として均衡のとれた設計とす

ることは最も必要である｡

制御方式ほ,操作場所により,現場制御,遠方制御,

運転方法により,手動あるいは自動,また使用器具の面

から直接制御,･問按電磁制御などに分類されるが,さら

に つ い

に各電動機の加軌嵐正逆転,連座制御の方法などにより

各種の方式があり, 械の用
,使用条件,電動

の種莞員

などに応じもつとも適応した方式を選択せねばならぬ｡

交流電動機としては連座制御が容易なので巻線塾誘導

電動機がもつとも多く使用される｡その制御方式にも程

々あるが,普通は簡単な一次二柏切換による正逆運転,

二次抵抗制御による速度制御を行っているものが多い｡

この場合は軽負荷および巻下し負荷iこおける安定な速

度制御が困難であり,機械制動を併用する方法,極数の

異なる電動機を画 する方法など 工夫されている｡

機械制動を併用する方法の一例として,サーボリフタブ

レーキを 導電動機二次側に接続し,電動機回転数の変

動に応じて自動的に制動力を増減させ,安定な速度制御

を行うCF制御方式が簡単で を得ている(1)｡第3

図ほこの装置の結線周を示し,第4図(次頁参照)は特性

を元す｡図において,巻下げの場合は荷重による回転力

と電動機の回転力の和であるエ曲線とブレーキの制動力

S曲線の交叉"で安定な運転を行う｡巻下し負荷の速度

制御には,このほかに固定子を直流励磁する発電制動方

式,単相制動方式,不平衡制動方式などもあるが,全負荷

の場合これらの速度制御範囲と誘導発電機としての回生

制動運転との間のノッチ切換に際し逸走の危険があり,

また無負荷の場合機械損のため電動回転力を与えねば起

動しないこともあるから注意を要する｡第5図(次頁参

照)はこれらの点を考慮した直流励磁発電制動方式(2)の

結線図を示し第`図(次頁参照)はその特性を示す｡すな

わち巻下し第一ノッチでは完全に交流電源が切離され,

直流励磁が与えられると同時に巻下起動用補助電動機を

双型開閉昌

綜細

別奄】

誘導電軌環
電磁制動境

遇買荷継電昌
変圧 罠

第3図 サーボリフタ制御巻上装置簡略結線図

Fig.3･SkeletonDiagram ofServo】ifter

Controlled Hoisting Winch
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第4図 巻上電動

性曲線

およびサーボリフタ制動械の特

Fig･4･Characteristicsof the HoistingMotor

and Servolifter Brake

動作させて,第占図①′曲筆如こ示すごとく,電動回む力

から制動回転力へ円滑に移行することかできる｡また高

速ノッチより1ノッチに戻した場合ほ補助電動機を回路

から切り離して第`図①曲線のごとく十分な制動力を発

生するようになっている-3)｡

直流電動機を使用する場合ほ高起動回転九産出力特

性をもつ直巻電動
,あるいは逸走防止のための僅かな

分巻界磁をもった複巻電動機とするのが普通であり,直

列抵抗制御により速度制御を行う｡この場合も誘導電動

機と同様に軽負荷低速運転は困難であり,通常

並列抵抗を挿入する方法が採用されている｡

機子に

巻下し運転の場合は直巻界磁を分巻界磁接続として任

用し,界磁制御,直列抵抗制御を併用する｡この場合低

速ノッチては界磁を強めるため,制動回転範囲にもかゝ

わらず電源より相当量の電力をとる点が不利であり,こ

れが改良に種々の方式が考案されている｡

大容量機および特殊な 生を要求されるものでほ,達

,制御特性のすぐれたワ㍉-ドレオナ←ド方式が採
用され,発電攫および電動 に他励分巻,自励分

巻界磁を設け,これらを制御してほとんど埋
,直

に近い時

性をえている｡なお最近はHTDなどの回転増幅機の発

達に伴い,これを応用して,通励性,安定な低速,垂下

楷性過電流制限その他の諾蹄性を目白にえられる優秀な

方式が採用される傾向にある｡
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巻下用補助電動機を設けた巻上装置精練図

Connection Diagram of Hoisting

Winch with Auxiliary Motor

第6回 春~ドIlj矯助電動機を讃けた誘う一丁享竃計燈の発

電制責ノj特性

F吏g.6.Dynamic Braking Characteristics of

三nductionMotorwithAuxiliaryMotor

(3)制 御 器

制‡器具も電動

､l

と両様に,耐振,耐衝撃,防塵など

設置条件に適Lた構造のものを使用せねばならぬ｡安流

操作の電磁制動機, 防接触器などほ直流操作のものに

比し,汗j貴電力も多く,吸着時の停j聾大で,寿命も短か

く,捻宕-を発しやすいなどの不利はさけえられないので,

大型の電磁器具を任用し,かつ特に高頻度の場合ほ使用

＼
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Fig.7.PrincIPle of Backet Position

Indicatol■

電動機が交流電動機があっても,操作電源開の電動発

を設けて直流操作とすることが望ましい｡また山間僻

地で配電線の末端にある場合とか,直流電動機容量に対

し変電設備容量が比較的小さい場合などには電源電圧の

変動が大きいから,その点を十分考慮して設計された器

具を選定する要がある｡

制動機としては従来主として電磁制動機が用いられて

きたが,最近はサ←ポリフタ制動機 して速

度制御用として優秀な性㌍をもつように改薫されたので

盛んに使用される傾向にある｡

保護装置としては一般電動 制御装置同様,不足

保護,過負荷保護などを備え,さらに必要に応じ過

庄

上,

過横行防止用制限開閉器,過速度防止用遠心力開閉器な

どを設け,また感電防止のため酉己

設け,あるいはキュ←ビク

にカバーを

ミ採用されている｡

能率向上と事故防止の目的で,電鈴,モrタサイレン,

一拡声装置などの連絡信号設備を設け,運転台から見通し

のきかぬ場所における運搬物の を置位 に指示し,

また集団ベルトコンベヤの総括制御のごとく昭光盤にま

り監視 転する場合も多い｡第7図はセルシソを用いた

ケーブルクレーンのバケツ=立置指示装置の.瞑壬聖図であ

る｡

[ⅠⅠⅠ〕ケー ブルク レー ン

水力発電所そ 設にほ,大規 堤工事が行

ケーブルクわれるが,そのコンクリート打設用として,

レーンほ不可欠の利器である｡日立製作所は古くは昭和

11埴こ宮崎県境原堰堤施工用9tケーブル起貢機を2台

完成したが,以来各所に数多くの納入をして釆た｡

第1表(次頁参照)はこれらの内のおもなものを元

し,誇8図ほケーブル起

示す｡

(り 制 御 方 式

巻上君臣力4,5t,

のエンヂンクワ【の-一例を

動機容量75kW程度やものは

塑誘導電動機を使用し,サ←ポリフグを利用したCF制

第8図

Fig.8.

9t ケーブルクレーンのエンジンタワー

Engine Tower of 9t Trave11ing

Cable Crane

御方式(第3図および第4図参照)とし,巻上育巨力9t,

電動 容量 250kW 程度のものは起動用補助電動

直結した直流励磁発電制動方式(第5図および第`図参

照)を 用し,ともに好月好成売 をえている｡また巻上能力

13.5t,電動機容量300kW程度以上のものはワ㌧-ドレ

オナード方式を採用しており,高速で衝撃少なくかつ高

性能を有している｡

ケーブルクレ←ンの横行運転は特に衝

通が望ましく,誘導

の少ない加減

る際は起動第1ノヅ

チ限時加速,第2ノッチ以降隈流加速とし,減速の際は

コースチングノッチを設けている｡

(2)小河内貯水池堰堤建設用25tケーブルクレーン

最新式ケ←ブルクレーンの一例として最近納入した本

邦随一の高堰堤とLて知られている東京都水道局小河内

貯水池堰堤建設用の25t ケ←ブルクレーンの電気品に

ついて簡単に説明する｡

速機の巻上能力は6m3 バケツ1､で常用約20tであ

るが特に重量物運搬のため最大25tまで吊りうる能力

をもたせている｡第9図(次貢参皇∃剤は機械の配置図を示

し,仕様は第1表に示した通りである｡なお下に電動機

の仕様を略記する｡

巻上電動機 2台 第10図(次頁参照)

出 力.

電 圧‥‥.

回 転 数.‥

サ←ポリプタ制動

横行電動∃

付
1
台

力…..‥‥.

‥ 200kW

.±330V

.±500rpm

‥.300kW

圧‥…
‥‥‥‥‥‥‥±330V

回 転 芸L………………･±500rpm
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第1表 日立ケ←ブルクレーンの納入先一覧表(終敏彼のもの)

Tablel. Supply List of HitachiCable Cranes

約

鹿島建ぷ株式会社

新潟県三両川開発建;投部

中国四国地方建設部

同山県旭川開発事務所

長 崎 県 土 木 部

中国電力株式会社

九州電力株式会社

関西乍匡力株式会

内 場 ダ ム

面 ダ ム

物部川 ダ ム

ニ旭 川 ダ ム

川 之谷 ダ ム

明 塚 ダ ム

上椎葉ダム

丸社 山 ダ ム

株 式会社熊谷組!小矢川 ダム

佐藤工業株式会社弓神通川第一ダム

株式会社郷組l角 川 ダ ム

関 東地 方 建 設
北

海 道 開 発 局

三重県富川開発建設郡

東 京 都 水 道 局

宮 城 県 庁

和 歌 山 帰 農 他 部

群 馬 県 土 木 部

大 分 県 電 気 局

大 分 県 電 気 局

電源開発株式会社

電源開発株式会社

藤 原 ダ ム

桂 沢 ダ ム

宮 川 ダ ム

′ト河内
ダ ム

花 山 ダ ム

小 匠 ダ ム

赤谷 川 ダ ム

FR-SC

FR-TC

FR-TC

FR-SC

FR-SC

FR-SC

FR-SC

FR-TC

FR-SC

FRrFC

FR-SC

FR-TC

FR-TC

FR-SC

FR-TC

FR-SC

FIしSC

FR-TC

芹 川 ダ ムIFR-SC

芹 川 ダ ム FR-FC

談 義 ダ ム FR-FC

款 糞 ダ ムiFR-TC

固定 走行

走行.走行

走行!走行

芸…岳≡≡
国定l走行
国定■走行

走行て走行

国定!走行

走行l走行
走行:走行

固定■走行

走行:走行
国定 走行

画定;走行

走行l走行
国定!走行
国定■固定

固定佃完
走行l走行

バケッ

ト客員

(m3)

4.5il.5

913

9 3

4,5 奏1.5

4.5;1.5

9 3

13.5 4.5

13.5 4.5

4.5:1.5

4.5 1.5

4･5ト513.5:4,5

4.5 1.5

13.5!4.5

∠1)

■

6

4,5
■

1.5

4.5 1.5

4.5 1.5

4.5

4.5

18

18

径
問

m

揚.巻上憤 運 転 連

環l行別封全負荷軽負荷

(m) 方 式壷巻上 巻上

197 80 A.C.

266 100 A.C.

399 130 A.C.

264 60 A.C.

253 50 A.C.

410 130 A.C.

49〔) 140 D.C.

330 124 A.C.

138.5 80 A.C.

272 60 A.C.

292 80 A.C.

323 130 D.C.

379.8 64 A.C.

290 100 D.C.

418 150 D.C.

145 61.5 A.C.

220 70 A.C.

120 80 A.C.

263 60 A.C.

300 65 A.C.

560 50 A.C.

360 105
■

D.C.

(注)巻上横行制御方式の欄のA.C.は交流電動按式を,D.C.はワードレオナード削御式を示す｡

-:∴ニー::::

:;--●:::

60L
60

90 120

100!100

501 50

90

50

100

90

180

50

180

180

50i50
50 て 50

50! 50

50i50

度(m/皿n)

横行 走行こ 数

6 1

6 1

6 1

6 2

6 1

6 1

12.5 2

6 2

6 1

- 1

6 11

6 1

6 1

10 1

10 1

6 1

6 1

10 1

6 1

-!1

- 1

10 1
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第9図 ′ト河内堰j是の

コ ンクリ ート

打設横根配置図

Fig-9･Concrete Piacing Plan of the

Og∈icbiDam

第10図 東京都パて道局机 200kW 直流電動横

Fig.10.200kW D.C.Motors



荷 得二 械 用

第11図 東京都水道局甜450kWぉよ

び350kW電動発電機

Fig.11.450kW+350kW MqG Set

気 品 に つ い て

第13図 レオナ←ド制御ケーブルク レ←一ニン

用制御キュ･- ビク ル

Fig.13.ControllingCubiclesforWard-Leonard

System-Contro11ed Cable Crane

サ←ポリプタ制動

電動発

付

機 1組(第11図)

巻上用発電機

出

電

横行用発電楼

出

電動桟

力.‖.

圧.‥.

力‥.

…‥ 450kW

.‥ ±330V

.‥ 350kW

圧………………….+330V

力‥.
.750kW

第12図 HTD セ
ッ

ト

Fig.12.HTD Set

第14図 HTDを使用した レオナード

ケーブルク レーン主回路

Fig.14.Main Circuit ofWard-Leonard

System-ControlledCable Crane

with HTD

電

回 転

圧.
‥.3,000V

1,000rpm

本装置は巻上,横行ともにHTDを使用したワ←ドレ

オナ←ド方式(4)であり下記の特長をもっている｡

(A)安定な低速運転,確実な寸動運転が可能で,着

凪パケヅト交換などの時間が短縮される｡

(B)速応性が大きく,かつHTDに依り過電流制限

を行っているので,徳 の少いすみやかな加減速が

行われ,乱暴な操作にもきわめて安全である｡

(C)負荷変動の場合,すみやかに電動桟道度が応変

し常に

れる｡

動機容量一一杯の高能率 転が自動的に行わ
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轡全負荷)

第15図 HTD を:使用 した レ オナ←ドケー

ブルク レ←一 ニン の巻上1特性曲線

Fig.15.Hoisting Cha:aこteristics of Ward-

Leonard System-Contro】1ed Cable

Crane with HTD

(D)HTDの高増幅率により,掃作器具ほ小容量と

なっている｡

本巻上装置は∠台の電動機により 車成遼遠置せ_介し

て駆動され,減速装置の設計製作も容易で,GD2も減少

している｡ 援列並ま楓動電の台2 であり,HTDによ

り負荷平衡を行っている｡第12図はHTDセ･ソトを第13

図は制御キュr｣ごクルを,第14図ほ主回路結線図を示し

第】5図に 性を元す｡

〔ⅠⅤ〕各種ク レー ンその他

(り ク レ
ー

ン

クレ←ンは用途により,種項多く使用
三二=

メし 器もそれ

ぞれ相異しているが,一般的な事項ほ二ⅠⅠ〕に述べた通

りである｡電動機ほ多くの場合閉鎖型,あるいほ全閉型

が使用される｡第け図はJEM標準クレーン用直流電動

機の一例を示す｡ 炭用クレ←ンのごとく,高頻度で僅

用され,かつ炭塵,水滴などの多いものでほ機器の構造

に特に留意を要する｡一般にクレ←ンほそれ自体,巻上,

横行,走行,旋回,臍抑その他数種の動作を行う外,他

の荷役機械たとえばコンベヤなどと連 している場合も

多いので,その操作ほできるだけ簡易な方式とする必要

がある｡第柑図はバケットの開閉,巻上あるいは水平引

込クレーンの旋回,引込を1本のハンドルで同時に操作

可能としたユニバーサル塑の主幹制御器を示す｡橋塾ク

別冊第 8 号

第17因 JEM標準100kW直流電動機

Fig.17.100kW D.C.Motor

汁
計
一
∵
茸
葺
-

"曾部

第18図 ユニバーサル型主幹制御器
DVU型 KRR式

Fig.18.Type DUV From KRR Motor

Controller

レ←ンのマントロリ横行ほ一般に高速であって,3COm/

nlnに_=嘉するものもあり,ガータ終端近くて･こ二戒達しな

いと危険を辞う｡この減速の方式として,連結帝劇式,

｣■'【

ノ■-



荷 役

第 2 表

械 用 電 気 品 に つ い て

日 立 準 タ ワ ー エ キ ス カ ベ ー タ の 仕様

Table2. SpeCification of HitachiStandard↑℃Wer Excavators

l

訂､
1

(許)本寸漬は固定型のものであるが走行型の場合もこれに準ずる｡

■

第19図 タワーエキスカベータ用75kW直流電動横

Fjg.19.75kW D.C,Motor

極数変換式があり,予定成

せし捏)るようにしている｡

点に達すれば自動的に減速

(2)タワーエキスカベータ

寅近ダム建設用骨材の捉賃,川床の高くなった河川の

改修用として盛んに任用され,バケット告量3m3の大

のものも製作されている｡タワーエキスカベータほ掘

削と引寄を単一電動機で行うから電動機の特性としては

電気ショベルにおけるような過負荷でに働的に停止する

特性と,斜捌こ張ったレトルロ←プ上を引寄せるための

定出力将性を要する｡容量により交流方式,直流ワ←ド

レオナ←ド方式とが任用されるが,上記のごとき特性を

要する点から直流式が作 能率ミ･こおいてはるかにまさつ

帯20図 ワ←ド レオナード制御タ ワ エキス

カベー タ の特性曲鰊

Fig.20.Characteristics of WardLeonard

System-ControlledToworExcavator

ている｡なお電動機は逆転せず,引寄せて土砂をホッパ

←にあくナた後は,電動機一巻胴問をクラッチにより切離

しレールロ㌧-ブに沿って自由落下させ,つぎの掘削を容



日 動 力 応

易ならしめる｡第19図ほ直流方式用の75kW 動機を

示す｡直流方式の速度制御は直流発電機をいわゆる三界

磁方式とし,電動機にも2箇の他励磁を設け,HTDに

より巧みに制御して第20囲に示すような理想的蹄性をえ

ている｡

こⅤⅠ〕

以上荷役

盲

に向傾の近最の品 ついて述べたが

荷役機械の要求に完全に合致した電動機およびこれが制

御方式の開発によりますます高
ヒヒム日 操作簡易な荷役機

械が製作されつゝあり,建設工事に,あるいは原料,製

三瑚〆∴････さ十.､二‥･
実用新案 弟408509号

従来の力率 整器ほ

新 案 の

静 的 力 率

磁機械的な平衡梓型継

動操作抵抗器の如きものを組合わせたものであった｡本

案はこれを 磁誘導関係に取扱い全く無援点であり,極

めて静的なこの種の 置の新提案である｡図の如く三脚

鉄心4には両外脚に線輪5,6を巻き,中央別に緑輪7

を巻く｡8,9は中央靭の左石に振分けた二次線輪であ

る｡

5,6は位相調整器14を介して三相回路1の任意二相

に接続され,7ほ残りの･一柏に変流器3を経てE 達するご

即ちアウトオブフェース関係に接続される｡第2図,

第3図のヴュクトルで¢は5,声′は6,直,声1'は7に

よる置克で力率100%のときに第2図のように互に90

0C の位柁関係を保持するように整足されている｡かゝ

る状態では声と:ム′の絶対値ほ相等しいから8,9従つ

て12,13の電圧降下は相等しく方向反対であるからE

の界磁′には規定の一這励磁が与えられ,同期

は発 槙Cを負荷として100%力率運転を

効無にる 流が変って3の

動機且グ

統する｡舟三三

が変移するとそれに

応じて如,少1/に対して≠2,如'が第3図の如き位相関

係に変るから少は声′に比して顕著に大となる｡よって

10に与えられる電圧が11のそれを凌駕し,12と13の

圧差に応じてノごの励磁度に変化を与え,かくして〟の

増励又ほ演励によって回路1の無効 は調整され,予

用 特 別冊第 8 号

品運搬の召E率化に寄与するところ非常に大なるものがあ

る｡

われわ右㍍多年製作の縁故を生かL,御使用者各位の

御支援御協力により,ますます優秀な荷役檻械の研究開

発に努力Lたいと念領しておる次第である｡
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第2図 第3図

定の100%力率となるまで自動調整が行われることにな

る｡以上の如くして力 は求める任意の値に自動的に調

整されるのであるが,この間作動は終始無接点で遂行さ

れることが解る｡ (宮崎)




